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「
奈
良
モ
デ
ル
」さ
ま
ざ
ま
な
取
組

P4P4

全
国
知
事
会
議
で
地
方
自
治
を
議
論

P8P8

県
域
水
道
一
体
化

特 集



奈
良
県
内
の
上
水
道
の
現
状

　
～
施
設
の
老
朽
化
、給
水
需
要
の
低
下
、

技
術
的
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
～

　
水
は
、生
活
す
る
う
え
で
か
け
が
え
の
な
い

も
の
で
す
。
水
道
事
業
は
、そ
の
確
保
の
た
め

に
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、近
年
、全
国
的
に

様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、奈
良
県
の

水
道
事
業
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　
　

　
奈
良
県
内
の
水
道
施
設
は
、昭
和
40
年
代
を

中
心
に
整
備
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、例

え
ば
、水
道
管
の
老
朽
化
は
全
国
平
均
よ
り

進
ん
で
い
ま
す（
法
定
耐
用
年
数（
40
年
）を
超

え
て
い
る
水
道
管
の
割
合　

奈
良
県
＋
26
市

町
村
平
均
24
・
２
％
、全
国
平
均
20
・
８
％
）

　
一
方
で
、水
道
管
の
更
新
は
、一
巡
す
る
の

に
１
７
０
年
以
上
か
か
る
と
い
う
ペ
ー
ス
で
、

今
後
老
朽
化
が
更
に
進
行
し
、断
水
・
漏
水
等

の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、人
口
減
少
な
ど
に
伴
っ
て
水
需
要

が
減
少
し
、給
水
収
益
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、

水
道
事
業
に
携
わ
る
職
員
の
数
は
退
職
な
ど

で
年
々
減
少
し
て
お
り
、技
術
の
低
下
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。 県

域
水
道
一
体
化
の
取
組

奈 良
モデル

1

県
域
水
道
一
体
化
の
目
的

　
～
安
全
安
心
な
水
道
水
の
持
続
的
な
供
給
～

　

水
道
事
業
の
諸
課
題
に
対
し
、個
々
の
市
町

村
が
単
独
で
対
応
し
て
い
く
に
は
限
界
が
あ
る

た
め
、奈
良
県
で
は
、広
域
で
連
携
す
る「
県
域

水
道
一
体
化
」の
検
討
を
、県
と
市
町
村
と
で
平

成
30
年
度
か
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
県
域
水
道
一
体
化
の
目
的
は
、将
来
に
わ
た
っ

て
安
全
・
安
心
な
水
道
水
を
持
続
的
に
供
給
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
、奈
良
県

で
は
、施
設
の
老
朽
化
対
策
な
ど
を
し
っ
か
り

と
進
め
、水
道
事
業
の
基
盤
強
化
を
図
る
こ
と

が
何
よ
り
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
一
体
化
後
は
、ま
ず
水
道
施
設
の

老
朽
化
対
策
を
着
実
に
行
う
な
ど
、国
や
県
の

財
政
支
援
を
得
て
施
設
整
備
を
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。

　

水
道
料
金
面
で
は
、事
業
統
合
時
に
統
一
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
、経
営
の
効
率
化
や
国
・

県
の
財
政
支
援
に
よ
り
、各
市
町
村
が
単
独
経

営
を
続
け
る
場
合
よ
り
、将
来
の
料
金
上
昇
の

抑
制
が
図
れ
ま
す
。

　

ま
た
、市
町
村
の
区
域
を
越
え
た
人
的
資
源

の
有
効
活
用
も
可
能
と
な
り
、行
政
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

2

県内26市町村　法定耐用年数超過管路率の推移 県内26市町村　管路更新率の推移

老朽化対策とともに水需要の将来見通しに
応じて施設を最適化し基盤強化
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基
本
協
定
の
締
結

　
奈
良
県
で
は
、県
域
水
道
一
体
化
に
向
け
、令
和
３
年

８
月
に
関
係
団
体
の
長
で
構
成
す
る「
奈
良
県
広
域
水

道
企
業
団
設
立
準
備
協
議
会
」を
発
足
さ
せ
、こ
れ
ま
で

精
力
的
に
会
合
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、令
和
５
年
２
月
１
日
に
、関
係
28
団
体
の
長

が
、一
体
化
後
の
運
営
方
針
で
あ
る
基
本
計
画
に
合
意

し
、基
本
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
本
計
画
の
中
か
ら
、奈
良
県
の
県
域
水
道
一
体
化

の
主
な
特
徴
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
令
和
７
年
度
か
ら
事
業
統
合
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

�（
公
営
企
業
と
し
て
運
営
す
る
こ
と
と
し
、民
営
化
は

行
い
ま
せ
ん
。）

②
施
設
整
備
は
次
の
三
つ
の
観
点
か
ら
推
進
し
ま
す
。

　
・�

水
需
要
の
将
来
見
通
し
に
応
じ
た
機
能
を
確
保
で
き

る
よ
う
県
域
全
体
で
施
設
を
最
適
化
・
効
率
化

　
・
施
設
の
老
朽
化
対
策
を
着
実
か
つ
計
画
的
に
推
進

　
・災
害・事
故
に
対
応
し
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
を
確
保

③�

財
政
運
営
面
で
は
、一
体
化
後
の
施
設
整
備
に
対
す

る
国
の
交
付
金
を
最
大
限
有
効
活
用
し
ま
す
。
ま
た
、

県
も
他
県
に
例
の
な
い
独
自
の
支
援
策
と
し
て
、国

の
交
付
金
と
同
額
の
財
政
支
援
を
行
い
、一
体
化
後

の
施
設
整
備
を
支
え
ま
す
。

④�

水
道
料
金
は
、
事
業
統

合
時
に
統
一
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
つ
つ
、制

度
的
変
更
に
よ
り
料
金

が
上
が
ら
な
い
よ
う
経

過
措
置
な
ど
を
設
け
ま

す
。

　

�　

経
営
の
効
率
化
や

国
・
県
の
財
政
支
援
に

よ
り
、各
市
町
村
が
単

独
経
営
を
続
け
る
場
合
よ
り
も
、将
来
の
水
道
料
金

上
昇
の
抑
制
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

⑤�

組
織
面
で
は
、企
業
団
の
経
営
方
針
の
意
思
決
定
プ

ロ
セ
ス
に
お
い
て
、全
構
成
団
体
の
意
見
が
反
映
で

き
る
運
営
協
議
会
な
ど
の
仕
組
み
を
設
け
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
令
和
６
年
度
中
の
企
業
団
設
立
、令
和
７
年
度
か
ら
の

事
業
統
合
に
向
け
、施
設
整
備
の
実
施
計
画
や
水
道
料
金

体
系
の
細
部
な
ど
に
つ
い
て
、県
、関
係
市
町
村
等
で
検

討・協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

3

関
係
市
町
村
長
の
コ
メ
ン
ト

○
亀
田　
橿
原
市
長
（
協
議
会
副
会
長
）

　
本
市
で
も
こ
れ
ま
で
水
道
事
業
の
課
題
解
決
に
向

け
経
営
改
善
を
行
っ
て
き
た
が
、
限
界
が
あ
り
、
県

域
で
の
広
域
化
は
最
善
の
手
段
と
考
え
て
い
る
。
企

業
団
設
立
、
事
業
統
合
に
向
け
、
さ
ら
に
議
論
を
深

め
て
い
き
た
い
。

○
小
紫　
生
駒
市
長
（
協
議
会
副
会
長
）

　
基
本
協
定
が
締
結
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
第
一
歩

で
あ
り
、
奈
良
県
の
県
域
水
道
一
体
化
は
全
国
の
モ

デ
ル
と
な
り
得
る
取
組
だ
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
乗
り

越
え
る
山
は
ま
だ
あ
る
が
、
将
来
、
一
体
化
し
て
よ

か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
力
を
合
わ
せ
て
い

き
た
い
。

奈良県、大和高田市、大和郡山市、天理市、
橿原市、桜井市、五條市、御所市、生駒市、
香芝市、宇陀市、平群町、三郷町、斑鳩町、
安堵町、高取町、明日香村､上牧町、王寺町、
広陵町、河合町、吉野町、大淀町、下市町、
磯城郡水道企業団（川西町、三宅町、田原本
町）、奈良広域水質検査センター組合

基本協定締結団体

基本協定締結団体（次の28団体）
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県域水道一体化だけではない！簡易水道の「奈良モデル」
　簡易水道事業（給水人口が101人以上5000人以下の水道事業）は、

県南部・東部の中山間地域で実施され、人口減少（過疎化）による水需要・給水収益
の減少は上水道事業より深刻です。また、山間部で地理的に施設が散在しており、
施設の共同化等の効率化が困難な状況にあります。さらに、既存施設の老朽化対
策や自然災害への強靱化などに伴う費用の増大が脆弱な村の財政を圧迫しており、
加えて人員不足による技術力の確保も懸念されています。
　これらの課題を解決するため、各村単独での対応だけでなく、村間の連携によ
る効率化（水平補完）とともに、県から村への支援（垂直補完）が必要であることか
ら、「奈良モデル」に位置づけ、県・村の連携・協働により様々な取組を進めています。
　具体的には、技術的支援として、県による水質管理方法の助言や浄水場等の運
転管理方法の検証等のほか、簡易水道広域連携推進研究会（構成団体：県及び村）
を設置・運営し、日常業務の標準化など共同管理体制の構築や今後の簡易水道の
あり方などを検討・研究しています。また、財政的支援としては、施設整備に対する県からの補助金に加え、令
和６年度からの公営企業会計導入に向けては、固定資産台帳や会計システム等の整備について、各村が個々に
発注するのではなく県が一括発注（市町村負担金による共同事業）し、村の財政負担の軽減を図っています。
　引き続き「奈良モデル」としての取組を県と簡易水道事業者（11村）が協働し、小規模でも持続可能で安定し
た水道を目指します。

コラムコラム

さまざまな
取り組み

奈　良
モデル

市
町
村
と
協
働
し
た

南
部・東
部
地
域
振
興
の
推
進

　

奈
良
県
の
南
部・
東
部
地
域
は
、県
土
の
約
80
％

を
占
め
、豊
か
な
暮
ら
し
を
育
む
水
資
源
、魅
力
あ

る
生
活
文
化
や
歴
史
文
化
が
継
承
さ
れ
た
地
域
で

あ
り
、奈
良
県
の
発
展
を
支
え
て
き
た
地
域
で
す
。

　

一
方
で
、南
部・
東
部
地
域
の
人
口
は
県
全
体
の

約
10
％
程
度
で
あ
り
、若
年
層
の
人
口
流
出
、少
子

高
齢
化
の
著
し
い
進
展
な
ど
、多
く
の
分
野
で
解
決

す
べ
き
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
の
持
続
的
発
展
が
奈
良
県
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
と
の
再
認
識
の
も
と
、令
和
４
年
３
月
に

「
奈
良
県
美
し
い
南
部・東
部
地
域
を
県
と
市
町
村
が

協
働
し
て
振
興
を
図
る
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

　

本
条
例
で
は
、南
部・
東
部
地
域
振
興
に
関
す
る

施
策
実
施
の
継
続
性
を
担
保
す
る
と
と
も
に
、県
と

市
町
村
が
協
働
し
て
持
続
的
発
展
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
、県
や
南
部・
東
部
地
域

の
市
町
村
、関
係
市
町
村
、県
民
並
び
に
関
係
事
業

者
が
相
互
に
連
携
、協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、雇
用

創
出
や
生
活
環
境
の
確
保・充
実
な
ど
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、こ
れ
ら
の
目
的
に
沿
う
拠
点
の
形
成
や
人
材

育
成・
確
保
に
取
り
組
む
こ
と
で
、南
部・
東
部
地
域

の
人
口
流
出
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、持
続
的
発
展

を
目
指
し
ま
す
。

　
本
条
例
に
県
と
南
部・
東
部
地
域
市
町
村
の
協
議

の
場
を
設
置
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、「
南
部・

東
部
サ
ミ
ッ
ト
」と
し
て
令
和
４
年
６
月
よ
り
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て「
市
町
村

に
お
け
る
専
門
職
員
の
人
材
確
保・育
成
」「
南
部・東

部
地
域
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
拠
点
づ
く
り
」「
南
部・
東

部
地
域
の
地
域
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
」の
３
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、令
和
５
年
２
月
に
は
、南
部・東
部
の
市
町

村
、民
間
事
業
者
、大
学
、県
民
等
の
参
加
を
得
て
、

地
域
振
興
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
キ
ッ
ク
オ
フ
会
議
を

開
催
し
、幅
広
く
知
恵
や
ア
イ
デ
ア
を
集
め
、ビ
ジ
ョ

ン
を
創
り
、意
思
を
持
っ
て
協
働
し
て
地
域
を
振
興

し
て
い
く
取
組
を
始
め
ま
し
た
。

　
今
後
、本
条
例
を
基
に
、県
と
市
町
村
が
協
働
し

て
、知
恵
を
出
し
合
い
意
欲
的
に
南
部・
東
部
地
域

の
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

簡易水道事業（11村）

南部・東部地域
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さまざまな
取り組み

奈　良
モデル

さまざまな
取り組み

奈　良
モデル

県
と
市
町
村
の
協
働・連
携
に
よ
る

「
福
祉
の
奈
良
モ
デ
ル
」の
構
築

奈
良
っ
子
の
は
ぐ
く
み

　
近
年
の
様
々
な
社
会
情
勢
の
変
化
を
背
景
と
し
て
、人
々
の
暮
ら
し
や

地
域
の
あ
り
方
が
多
様
化
す
る
中
で
、人
々
の
抱
え
る
課
題
も
複
雑
化
し

て
い
ま
す
。ま
た
、従
来
の
社
会
保
障
制
度
に
よ
る
支
援
で
は
対
応
が
困
難

な「
制
度
の
狭
間
」の
課
題
が
増
え
て
い
ま
す
。県
で
は
、

①
困
っ
て
い
る
人
を
誰
一
人
排
除
せ
ず
助
け
る

②�

地
域
の
限
ら
れ
た
人
的
、物
的
資
源
を
活
用
し
て
地
域
社
会
が
困
っ
て

い
る
人
を
支
え
る

③
県
と
市
町
村
が
連
携
し
て
寄
り
添
い
型
福
祉
モ
デ
ル
を
構
築
す
る

の
三
点
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て「
福
祉
の
奈
良
モ
デ
ル
」の
検
討
を
進

め
、令
和
４
年
３
月
に「
奈
良
県
人
と
人
及
び
人
と
社
会
が
つ
な
が
り
支
え

合
う
地
域
福
祉
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

　
本
条
例
で
は
、県
と
市
町
村
が
協
定
を
締
結
し
、地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、

住
民
の
抱
え
る
困
り
ご
と
を
把
握
し
、適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
る
仕
組
み

を
協
働
で
構
築
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
８
月
に
は
そ
の
機

運
醸
成
の
た
め
、市
町
村
長
な
ど
を
対
象
と
し
た
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
、令
和
４
年
10
月
に
は
葛
城
市
、宇
陀
市
及
び
田
原
本
町
と
そ
れ
ぞ
れ

「
人
と
人
及
び
人
と
社
会
が
つ
な
が
り
支
え
合
う
地
域
福
祉
の
推
進
に
か

か
る
協
働
及
び
連
携
に
関
す
る
包
括
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。現
在
、３

市
町
と
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、県
か
ら
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
や
先
進

自
治
体
の
情
報
提
供
、ま
た
有
識
者
と
の
意
見

交
換
を
行
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
を
行
い
、

協
働
で
取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
、県
と
市
町
村
が
協
働
し
、「
福
祉
の

奈
良
モ
デ
ル
」を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
近
年
、地
域
住
民
間
の
関
係
の
希
薄
化
や
核
家
族
化
な
ど
の
進

行
に
よ
っ
て
、子
育
て
家
庭
の
孤
立
化
や
子
育
て
に
関
す
る
不
安
、

負
担
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、子
ど
も
が
安
心
し
て
健
や
か
に
成

長
で
き
る
環
境
を
作
る
た
め
、奈
良
県
で
は
令
和
４
年
３
月
に「
奈

良
っ
子
は
ぐ
く
み
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

　
本
条
例
に
基
づ
き「
子
ど
も
の
健
や
か
な
は
ぐ
く
み
」「
経
済
的

に
困
窮
し
て
い
る
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
支
援
」「
困
難
な
状
況
に

あ
る
子
ど
も
に
対
す
る
支
援
」「
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
包
括
的
な

支
援
と
実
行
の
体
制
づ
く
り
」の
４
つ
の
柱
を
掲
げ
、施
策
を
計

画
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、就
学
前
の
子
ど
も
の「
自
己
肯
定
感・
自
尊
感
情
」「
他
者

へ
の
寛
容
な
こ
こ
ろ
」「
健
や
か
な
身
体
」を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目

標
に
掲
げ
、「
奈
良
っ
子
は
ぐ
く
み
基
本
方
針
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、子
ど
も
の
は
ぐ
く
み
の
方
法
を
分
か
り

や
す
く
解
説
し
た
漫
画
冊
子「
は
ば
た
き
の
詩（
う
た
）」の
作
成
、

人
材
育
成
研
修
、自
然
体
験
活
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
保
育

施
設
の
認
証
制
度
の
創
設・運
用
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
就
学
前
の
子
ど
も
の
は
ぐ
く
み
は
、保
育
の
現
場
を
持
つ
市
町
村

が
主
役
で
す
。令
和
５
年
度
も
、本
条
例
や

基
本
方
針
に
基
づ
き
、各
種
研
修
会
の
実

施
や
、な
ら
歴
史
芸
術
文
化
村
に
お
け
る

芸
術
や
音
楽
を
活
用
し
た
子
ど
も
の
は
ぐ

く
み
な
ど
を
通
し
て
、「
奈
良
っ
子
」の
は

ぐ
く
み
の
最
前
線
で
尽
力
さ
れ
て
い
る
市

町
村
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

アートを活用したはぐくみ

「福祉の奈良モデル」推進フォーラム
の様子（令和5年2月20日）

5　NARA MODEL JOURNAL



さまざまな
取り組み

奈　良
モデル

さまざまな
取り組み

奈　良
モデル

国
民
健
康
保
険（
国
保
）の

県
単
位
化

中
和・西
和
地
域
に
お
け
る
公
共
施
設
の

相
互
利
用
の
実
証
実
験
に
関
す
る
協
定

　
国
民
健
康
保
険（
国
保
）の
県
単
位
化
に
お
い
て
、奈
良
県
の
国
保
改
革
の
柱
と

な
る
県
内
保
険
料
水
準
の
統
一
が
、令
和
６
年
度
に
完
成
し
ま
す
。

　
国
の
制
度
改
正
に
よ
り
、平
成
30
年
４
月
か
ら
国
保
の
財
政
運
営
が
県
単
位
化

さ
れ
る
の
を
契
機
に
、奈
良
県
で
は
、「
奈
良
モ
デ
ル
」に
よ
る
県
と
市
町
村
の
連
携・

協
力
体
制
の
下
、よ
り
安
定
的
な
制
度
運
営
を
目
指
し
て
、国
保
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。そ
の
中
で
、市
町
村
に
よ
り
異
な
っ
て
い
た
保
険
料
水
準
を
県
内
で
統

一
し
、「
同
じ
所
得・世
帯
構
成
で
あ
れ
ば
、県
内
の
ど
こ
に
住
ん
で
も
保
険
料
水
準

が
同
じ
」と
な
る
加
入
者
負
担
の
公
平
化
を
、全
国
に
先
駆
け
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

～
奈
良
県
の
国
保
改
革
の
取
組
～

【
平
成
30
年
度
】

・�市
町
村
の
国
保
事
務
を
集
約・
拡

充
す
る「
国
保
事
務
支
援
セ
ン

タ
ー
」を
設
置

・�市
町
村
の
一
般
会
計
が
負
担
し
て

い
た
保
険
料
に
係
る
法
定
外
の
補

て
ん
を
解
消

【
令
和
３
年
度
】

・保
険
料
な
ど
の
減
免
基
準
を
統
一

【
令
和
４
年
度
】

・�医
療
費
の
将
来
推
計
を
行
い
、令

和
６
年
度
の
統
一
保
険
料
水
準
を

算
定

【
令
和
６
年
度
】

・県
内
保
険
料
水
準
を
統
一（
予
定
）

　
こ
の
よ
う
に
、県
内
保
険
料
水
準
の
統
一
を
柱
と
す
る
国
保
改
革
の
一
連
の
取

組
は
、着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
奈
良
県
で
は
、「
県
域
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」の
考
え
方
を
基
に
、県
と

市
町
村
、ま
た
市
町
村
同
士
で
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
資
産
の
総
合
的
な
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
進
め
て
お
り
、そ
の
一
環
と
し
て
、市
町
村
の
枠
を
越
え
た
公
共
施
設
の
共

同
利
用・管
理
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
検
討
を
契
機
と
し
て
、令
和
２
年
３
月
に
中
和・
西
和
地
域
３
市
４
町（
大

和
高
田
市
、香
芝
市
、葛
城
市
、上
牧
町
、王
寺
町
、広
陵
町
及
び
河
合
町
）に
お
い

て
広
域
連
携
検
討
会
が
立
ち
上
が
り
、体
育・文
化
施
設
の
相
互
利
用
や
共
同
管
理

の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、令
和
４
年
７
月
に
、「
中
和・西
和
地
域
に
お
け
る
公
共
施
設
の
相
互
利

用
の
実
証
実
験
に
関
す
る
協
定
」が
中
和・
西
和
地
域
３
市
４
町
間
で
締
結
さ
れ
、

令
和
４
年
10
月
か
ら
令
和
５
年
３
月
ま
で
実
証
実
験
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
実
証
実
験
期
間
中
は
、中
和・
西
和
地
域
３
市
４
町
に
居
住
又
は
在
勤
の
方
が
、

対
象
施
設
を
各
市
町
に
居
住
又
は
在
勤
の
方
と
同
等
の
条
件
で
利
用
で
き
、利
用

者
の
利
便
性
や
相
互
利
用
に
お
け
る
課
題
の
把
握
、解
決
方
法
な
ど
が
検
証
さ
れ

ま
す
。

　
引
き
続
き
、こ
れ
ら
の
先
行
事
例
を
横
展
開
す
る
こ
と
で
、県
域
全
体
で
の
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し
ま
す
。実証実験に関する周知チラシ

協定締結式

県内国保保険料水準を統一（令和6年度～）
保険料（従来） 保険料（令和6年度～）

同じ所得・世帯構成であ
れば、加入者の保険料に
差はなくなり、公平となり
ます。

同じ所得・世帯構成でも、
市町村間で加入者の保
険料には、差があります。

A市　  B町  　C村 A市　  B町  　C村
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さまざまな
取り組み

奈　良
モデル

奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

令
和
５
年
度
か
ら
市
町
村

へ
派
遣
開
始

　

奈
良
県
で
は
、令
和
３
年
４
月
に

開
校
し
た「
奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

ア
カ
デ
ミ
ー
」に
お
い
て
、森
林
管
理

の
専
門
的
な
知
識
と
そ
れ
を
実
践
で

き
る
技
術・
技
能
を
備
え
た
人
材
を

養
成
し
て
お
り
、フ
ォ
レ
ス
タ
ー
学

科
第
１
期
生
17
名
が
、２
年
間
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
終
え
令
和
５
年
３
月

14
日
に
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
う
ち
、奈
良
県
職
員
の

７
名
は「
奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」と

し
て
令
和
５
年
４
月
よ
り
市
町
村（
五

條
市・
吉
野
町・
黒
滝
村・
野
迫
川
村・

十
津
川
村・
川
上
村・
東
吉
野
村
）へ

派
遣
さ
れ
、県
職
員
と
市
町
村
職
員

の
双
方
の
身
分
を
持
つ
職
員
と
し
て
、

伐
採
届
に
関
す
る
業
務
や
施
業
放
置

林
整
備
に
関
す
る
業
務
、市
町
村
森

林
整
備
計
画
の
推
進
に
関
す
る
業
務

に
従
事
す
る
予
定
で
す
。

奈良県フォレスター
アカデミーで実習中の様子

さまざまな
取り組み

奈　良
モデル

県
と
市
町
村
と
の
連
携・

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

○
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
協
定

　
奈
良
県
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
前
向
き
で
ア
イ
デ
ア
や

熱
意
の
あ
る
市
町
村
に
お
い
て
、
そ
の
方
針
が
県
と
合
致

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
県
と
市
町
村
で
協
定
を

締
結
し
、
協
働
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
27
市
町
村
55
地
区
に
つ
い
て
、
協
定
を
締

結
し
、各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
は
、
新
た
に
３
件
の
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

①
王
寺
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

　
令
和
4
年
10
月
に
県
、
奈
良
県
立
病
院
機
構
、
王
寺
町

及
び
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
４
者
で
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

西
和
医
療
セ
ン
タ
ー
の
移
転
整
備
や
駅
前
広
場
の
再
整
備

な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
者
で
連
携
し
て
協
議
・
検
討
し
、

王
寺
駅
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

②�

奈
良
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
南
側
地
区
の
ま
ち
づ

く
り

　
令
和
4
年
11
月
に
県
、
県
立
医
科
大
学
、
橿
原
市
及
び

近
畿
日
本
鉄
道
の
４
者
で
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
中
核
と
な
る
新
駅
の
設
置
や
、
新
駅
か
ら

附
属
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
公
的
施
設
の
整
備
、
民
間
施

設
の
誘
致
な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
者
で
連
携
し
て
協
議
・

検
討
し
、
賑
わ
い
と
健
康
増
進
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

③
近
鉄
郡
山
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

　
令
和
元
年
度
に
県
と
大
和
郡
山
市
で
策
定
し
た
「
近
鉄

郡
山
駅
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

駅
舎
の
移
設
や
周
辺
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
役
割
分
担
や
費
用
負
担
に
つ
い
て
関
係
者
間
で
合

意
が
成
立
し
た
こ
と
か
ら
、
令
和
5
年
２
月
に
県
、
大
和

郡
山
市
及
び
近
畿
日
本
鉄
道
の
３
者
で
基
本
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
今
後
、
県
補
助
の
下
、
市
に
お
い
て
工
事
着
手

に
向
け
た
現
地
調
査
を
開
始
し
、
県
に
お
い
て
周
辺
ま
ち

づ
く
り
の
機
運
醸
成
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

○
大
和
平
野
中
央
田
園
都
市
構
想
の
推
進

　
大
和
平
野
中
央
田
園
都
市
構
想
の
取
り
ま
と
め
を
機

に
、
令
和
5
年
２
月
に
県
と
磯
城
郡
３
町
の
４
者
で
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
県
と
３
町
が
広
域
的
に
協
働
し
て
、

協
議
会
の
設
置
や
構
想
に
基
づ
く
施
策
の
実
施
、
拠
点
整

備
と
周
辺
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
そ
の
他

　
県
と
橿
原
市
で
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
の
整
備
に
つ
い

て
協
議
を
進
め
て
い
く
た
め
の
覚
書
を
締
結
し
て
い
ま

す
。

スポーツと食と農が融合するウェルネスタウン
（川西町下永地区）

知的交流が広がる県立工科大学（仮称）とスター
トアップヴィレッジ（三宅町石見地区）

スタジアムを核としたウェルネスタウン（田原本町
阪手北・西井上地区）
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さまざまな
取り組み

奈　良
モデル

市
町
村
職
員
の

人
材
育
成
支
援

全
国
知
事
会
議
で
地
方
自
治
を
議
論

　
奈
良
県
で
は
、県
域
全
体
を
見
据
え
た
人
材
育
成

の
一
環
と
し
て
、市
町
村
職
員
の
人
材
育
成
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、市
町
村
職
員

が
課
題
解
決
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
政
策
に
つ

い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、市
町
村
職
員

の
能
力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、相
互
に
今
後
の
行

政
運
営
の
ヒ
ン
ト
や
課
題
解
決
の
糸
口
を
掴
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た「
奈
良
県
市
町
村
政

策
自
慢
大
会
」を
平
成
25
年
か
ら
開
催
し
て
き
ま
し

た
。第
10
回
と
な
っ
た
今
年
度
は
、「
福
祉
の
川
上
モ

デ
ル
」に
つ
い
て
発
表
し
た
川
上
村
が
大
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。ま
た
、記
念
大
会
の
特
別
企
画
と
し
て
、

各
市
町
村
の「
ミ
ニ
自
慢
」の
ポ
ス
タ
ー
展
示
や
、過

去
の
大
会
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
成
果
に
つ
い
て
の

特
別
発
表
も
行
い
ま
し
た
。

　
県
で
は
、こ
れ
か
ら
も
市
町
村
職
員
の
課
題
解
決

能
力
等
の
向
上
に
資
す
る
取
組
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　
令
和
４
年
７
月
28
日
及
び
29
日
に
、奈
良
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、全
国
知
事
会
主
催
に
よ
る
全
国
知

事
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
以
来
３
年
ぶ
り
の
対
面
開
催
で
あ
り
、初
の
試

み
と
し
て
知
事
の
参
加
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
３
つ
の
テ
ー
マ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
奈
良
県
知
事
は
、開
催
県
の
知
事
と
し
て「
地
方
自
治・
地

方
政
治
」を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
座
長
を
務
め
ま

し
た
。

　
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、有
識
者
に
お
越
し
い
た
だ
き
講
演
を

い
た
だ
い
た
他
、７
府
県
の
知
事
及
び
副
知
事
が
参
加
し
ま

し
た
。

奈
良
県
知
事
の
主
な
発
言
要
旨

●�

現
在
の
日
本
の
諸
課
題
は
、既
存
の
解
決
モ
デ
ル
が
な
い（
問

題
先
進
国
）。様
々
な
解
決
パ
タ
ー
ン
を
、「
地
方
で
開
発
し
、

見
込
み
が
あ
れ
ば
全
国
展
開
と
い
う
か
た
ち
」の
地
方
自
治

も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

●�

奈
良
県
で
は
、県
は
国
と
市
町
村
の
間
に
立
ち
、連
携
協
働

を
模
索
す
る「
奈
良
モ
デ
ル
」と
い
う
や
り
方
を
実
行
し
て

い
る
。

地
方
自
治
に
関
す
る
有
識
者
の
主
な
講
演
要
旨

○
小
西
砂
千
夫　
総
務
省
地
方
財
政
審
議
会
会
長

●�「
奈
良
モ
デ
ル
」は
、人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
県
と
市
町

村
の「
総
力
戦
」の
あ
り
方
と
し
て
、他
の
取
組
に
比
し
て

一
歩
先
を
行
く
展
開
を
し
て
い
る
。

●�

ポ
ス
ト
平
成
の
合
併
と
は
、各
県
が
、住
民
の
付
託
に
ど
う

応
え
て
い
く
か
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を
踏
ま
え
、

自
ら
答
え
を
見
い
出
し
、自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
ど

う
確
立
す
る
か
を
考
え
て
い
く
時
代
。

●�「
奈
良
モ
デ
ル
」は
、県
が
先
頭
に
立
つ
こ
と
で
も
の
ご
と

を
進
め
て
い
く
取
組
だ
が
、県
と
市
町
村
の
関
係
性
は
47
都

道
府
県
で
異
な
る
の
で
、完
全
に
真
似
す
る
の
は
難
し
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。

●�

そ
れ
ぞ
れ
の
県
が
、地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
、県
と
市
町
村

の「
総
力
戦
」で
、人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
課
題
解
決
を

推
し
進
め
て
ほ
し
い
。

　
講
演
に
対
し
、参
加
知
事
等
か
ら
は
、

●�

地
方
自
治
、地
方
分
権
は
、手
段
で
あ
り
、結
局
、何
を
や
っ

た
か
と
い
う
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
示
せ
て
い
な
い
こ
と
が
課

題
だ
。

●�

地
方
分
権
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
流
れ
の
中
で
、県
と
市
町
村
の

関
係
性
を
模
索
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
な
ど
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
ま
と
め
と
し
て
、

●�

現
代
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、自
立
と
連
携
を
基
本

と
し
た
新
た
な
発
展
モ
デ
ル
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

●�「
ポ
ス
ト
地
方
分
権
改
革
」を
も
見
据
え
、改
革
の
成
果
を

活
か
し
た
地
方
自
治
の
深
化
等
を
目
指
し
て
い
く
。

　
と
い
っ
た
事
項
を
宣
言
す
る
ア
ピ
ー
ル
文
を
採
択
し
ま
し
た
。

セッションの様子

小西砂千夫氏

発表の様子

ポスター展示の様子
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